
第６学年 総合的な学習の時間 学習指導案 

 

橋本市教育委員会 弓場大樹 

 

１．単元名     地域の自然と共生する棚田（ふるさと学習） 

 

２．単元の目標 

 小川でのサワガニ採集方法、標本作りの手順を学び、サワガニやその他の生物や生態系を知る。 

（知識及び技能） 

 サワガニの標本作りを通じて、命の尊さに気づき、自然環境に関する課題について考察する表現力

を養う。                          （思考力、判断力、表現力等） 

 地域の自然や生きものを大切にする心を育て、自分の生活と自然が密接に関わっていることへの実

感を養う。                         （学びに向かう力、人間性等） 

 

３．単元について 

（１）児童観 

   本学級の児童は、5 年生の総合的な学習の時間で「棚田でのお米作り」について学習をした。こ

の学習を通して、お米作りの大変さやその重要性を理解するとともに、棚田が自然に囲まれた環境

であることについて学びを深めた。 

しかし、その自然に囲まれた環境でどのような生物がいたり、なぜおいしいお米が作れるのかと

いうことについて学びを深めることや、棚田の環境を自分たちの遊びのフィールドとして捉えられ

ていない児童がほとんどであると感じる点が、本学級の児童の課題であると考える。 

 

（２）教材観 

地域の棚田の小川に生息するサワガニの生態を観察し、標本作りを体験することで、地域の自然

環境の重要性や人々が自然と共存してきた歴史を学ぶことができる教材である。 

さらに、この学習を通じて地域の自然に触れる頻度が増え、棚田が特別な存在ではなく、自分た

ちにとって身近なものだと感じられるようになることを目指し、棚田を自分たちの遊びのフィール

ドとして捉える視点を育み、未来の地域社会における自然保護の在り方について考えを深めるきっ

かけとなる教材だと考える。 



（３）指導観 

   本教材は、この地域で長年大切にされてきた棚田について学びを深めるものであり、現地での学

習機会を可能な限り多く確保し、児童が直接棚田の自然に触れる体験を積むことがきるよう計画す

ることが大切である。その際、棚田の自然を楽しむだけでなく、ゴミ拾いなどの活動を通じて環境

保全の観点に目を向ける指導を心掛けたい。 

また、サワガニの標本作りにおいては、命の尊さを感じ、自然や生きものを大切にする心を育む

ことを目指すとともに、作製した標本を大切に扱うことが、命への尊敬の表れであることに気付け

るような指導を行い、児童が自然との関わり方について深く考えを巡らせる機会を作りたい。 

    

（４）ESD との関連 

 本学習で働かせる ESD の視点（見方・考え方） 

２．相互性 

棚田は人と自然の共同作品であり、人の手が加えられることで生態系が保たれ、生態系が保た

れることでお米作りが成立しているという見方と考え方を働かせる。   

３．有限性 

棚田は人と自然の共同作品であり、人が手を加えなければ現在の生態系が失われる可能性があ

ることを理解し、自分に何ができるのかという見方・考え方を働かせる。 

 本学習で育てたい ESD の資質・能力 

３．多面的・総合的に考える力 

棚田の自然・生きものの命の尊さについて、さまざまな立場・角度から考える力を育みたい。

また、「棚田＝お米作り」だけでなく、棚田を多面的・総合的に考える力や視点を広げられるよ

うにしたい。 

７．進んで参加する態度 

棚田を遊びのフィールドとして捉えていくために、積極的に参加できるようなプログラムを考

え、主体的に行動する力を育んでいきたい。 

 本学習で変容を促す ESD の価値観 

環境配慮…環境を大切にし、保護する意識を持つ。 

 達成が期待される SDGs 

15．陸の豊かさも守ろう 

 



４．単元の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

① 小川でのサワガニの採集

方法を身に付けている。 

② サワガニの標本作りの手

順を身に付けている。 

③ サワガニやその他の生物

の生態系や特徴を理解し

ている。 

① サワガニの標本作りを通

じて、命の尊さに気づい

ている。 

② 自然環境に関する課題に

ついて考察している。 

① 地域の自然や生きものを大切

にし、進んで取り組もうとして

いる。 

② 棚田を遊びのフィールドとし

て捉えようとしている。 

 

５．単元の指導計画（全１４時間） 

【気づく・知る】→【調べる】→【まとめる】→【提案する】→【行動する・発信する】 

次 主な学習活動 学習への支援 評価（△）備考（・） 

１ 

気づく 

知る 

 棚田を散策する。  給食無しのお弁当の日

に合わせて授業を実施

する。 

 棚田を散策するととも

にお弁当を食べ、棚田を

身近に感じられるよう

にする。 

 ウ‐② 

２・３ 

気づく 

知る 

（調べる） 

 棚田にある「芋谷川」で

自然観察をする。（多く

の生きものがいること

を学ぶ・川で遊ぶことの

楽しさに触れる） 

 危険な場所を活動前に

伝え、それ以外の場所は

自由に活動できるよう

にし、児童の主体性を大

切にする。 

 採集した生きものはす

べてリリースする。 

 ウ‐① 

 ウ‐② 

４ 

気づく 

 サワガニの生態や、川が

もたらす自然への影響

についての講座を受け

 淡水のみで生活する唯

一のカニであることを

 ア‐③ 



知る る。 学び、棚田に残っている

自然が貴重であること

を知り、学びを深められ

るようにする。 

５ 

調べる 

 棚田にある「芋谷川」で

サワガニを採集する。 

 生態系や生きものの命

への配慮として、サワガ

ニをとる数を１人２匹

までとする。 

 ア‐① 

 イ‐② 

６ 

まとめる 

 サワガニの標本作りを

する。（薬剤につける） 

 身近なもので薬剤を作

り、安全に標本作りがで

きるようにする。 

 ア‐② 

７・８ 

まとめる 

 サワガニの標本作りを

する。（形を整える） 

 形を整える際に標本針

を使用するので、必ず数

を確認させながら作業

を進めさせる。 

 ア‐② 

９ 

まとめる 

 サワガニの標本作りを

する。（最終段階の調整） 

 不要な標本針を外して

調整することで完成と

なるので、必ず数を確認

させながら作業を進め

させる。 

 無理に力を加えないよ

うに注意しながら作業

を進めさせる。 

 イ‐① 

１０・１１ 

まとめる 

 学習のまとめをする。  標本作りを通して、自然

環境や命について着目

し、自分の考えを述べら

れるようにする。 

 グループワークを行い、

クラス内での発表に向

けて学習したことをま

 イ‐② 



とめる。 

１２～１４ 

提案する 

 クラス内での発表  各グループによる発表

を行う。 

 取組を提案・発信してい

くための有効手段につ

いて協議する。 

 イ‐② 

授業外 
行動する 

発信する 

 【校内展示】 

他学年の児童や、フリー参観で訪れる保護者・地域住民への発信を行う。 

 【第２８回ふるさと展望での展示】 

展示で伝える内容 

①地域に棚田というすばらしい場所があること 

②棚田には多くの自然が残っていること 

③棚田は人と自然の共同作品であり人の手を加える必要があること 

④棚田は自然と触れ合える遊びのフィールドであること 

⑤安全な方法でサワガニの標本作りができること 

⑥棚田を守るために自分たちにできること 

を中学校区内の方に知ってもらえるように、展示による発信を行う。 

 【すさみ町立エビとカニの水族館での展示】 

中学校区外の方に広く知ってもらえるように、展示による発信を行う。 

 

連携 ①和歌山県立自然博物館（授業連携：２次～９次、１２次) 

②第２８回ふるさと展望（展示連携） 

③すさみ町立エビとカニの水族館（展示連携） 

 

 

 



 



 


